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概要
授業支援ツールの概要、ユースケースについて紹介します。

• ゼミ選考支援システム match 

• 相互評価支援ツール peas
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peasは試験的にLTIサービスとして外部へ提供しています。



ゼミ選考支援システム 
match
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match 導入の背景
• 依頼主：経済学部教員 

• 依頼内容：ゼミ選考プロセスを紙ベースで実施して
いるが、大変なのでなんとかして欲しい。  
➡ Webアプリケーションを開発しIT化した。 

• 他の部局からも利用したいと要望が出てきた。 
➡ 部局の選考プロセスのヒアリングとそれに沿っ
たシステムを開発した。
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match 学生と教員のマッチング
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match 学生の応募
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match 教員の選考
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match Gmailによる認証
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Google OAuthを利用
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match 選考プロセス概要 
経済学部
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希望ゼミへ応募 学生 
教員

合格ゼミへ確定

合否判定

• ゼミ配属は任意 
• 3回繰り返す
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match 選考プロセス概要 
理工学部　創生科学科
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第1希望ゼミへ応募

学生 
教員 
システム

合否判定

ゼミの希望順を提出

マッチング（成績）

• ゼミ配属は必須 
• マッチングは希望順位を優先
した独自アルゴリズムを使用
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match 選考プロセス概要 
理工学部　経営システム工学科
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第1希望ゼミへ応募

学生 
教員 
システム

合否判定

ゼミの希望順を提出

マッチング（成績）

合否判定

• ゼミ配属は必須 
• マッチングは学生最良安定マッ
チングを採用
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match ユースケース

• ゼミ選考 
経済学部 
理工学部　創生科学科 
理工学部　経営システム工学科 

• PBLグルーピング 
理工学部　創生科学科
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match 導入成果

• 応募や選考のIT化とマッチングの自動化によりゼミ
選考プロセスの運用コストが削減できた。 

• システム開発のための要件定義により一部不明確だっ
た選考プロセスがより明確になった。
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peas
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peas 導入の背景
• 依頼主：デザイン工学部教員 

• 依頼内容：プレゼンテーションの相互評価を紙で実施しているが、用紙の
配布、回収や結果の集計が大変なのでなんとかして欲しい。 

• 必要な紙の枚数 
30名のクラスとすると・・・  
30 x 30 = 約900枚 
3回相互評価を実施すると・・・  
900 x 3 = 約2700枚 
2クラスで実施すると・・・  
2700 x 2 = 約5400枚 

• 結果の集計はTAがエクセルに打ち込んで運用していた。
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peas 相互評価（個人）
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peas 相互評価（グループ）
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peas PC、スマホ対応
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• n段階評価 
• コメント
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peas 結果の即時集計
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自分の得点 
クラスの平均点
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peas 授業支援システムとの連携（LTI）
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IMS LTIで授業支援システムと連携 
リンクをクリックするだけで起動できる
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デモンストレーション

• 実際の利用風景（ビデオ） 

• TAによる授業撮影 

• 学生による評価入力（PC/スマホ）
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peas ユースケース
• 個人プレゼンの相互評価（デザイン工学部） 

• グループプレゼンの相互評価（成蹊大学） 

• ゼミ発表の相互評価（経済学部） 

• 授業内発表でのクリッカー（法学部） 

• 卒研発表/PBL成果発表の相互評価（情報科学部、理工学部） 

• 授業でのアンケート/クリッカー（成蹊大学）
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peas 導入成果
• 相互評価の運用コストが削減できた。 
約2700枚の用紙の配布、回収、Excelでの集計を自
動化 

• 学生からは 
“他の学生から意見をもらえる機会はあまりないので
良かった。” 

• LTIツール大学間展開の実証実験を実施した。（成蹊大学）
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• LTIサービスとして提供中
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まとめ
• 教員からの要望を元にmicro featureな支援ツールを開発した。 

• 手間のかかる作業を効率化することで、教員は別の部分へ注力できるよ
うになった。 

• IT化により新たな機能が実現できた。 

• 学外向けにLTIサービスの試験運用を実施している。
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• 学内向け利用手続き 
http://www.media.hosei.ac.jp/education/edutools/ 

• 学外向けのお問い合わせ先 
法政大学　藤井聡一朗 
soichiro.fujii.dc@hosei.ac.jp


